




An Analysis of the Imperial N ominee to the House of Peers: 






















































































































































































































































都道府県 延べ数 者i巡府県 延べ数 都道府県 経ぺ数 都道府県
北海道 3 東京都 276 滋賀県 4 香川県
背森県 l 村議川県 6 京都府 15 愛媛県
岩手県 7 新潟県 9 大阪府 13 山知県
宮城県 8 11.i山県 5 兵庫県 25 稲岡県
秋田県 4 石川県 6 奈良県 O 佐賀県
山形県 8 福井県 5 和歌山県 5 長崎県
禍島県 5 山梨県 6 鳥取県 3 熊本県
茨城県 4 長野県 20 島根県 2 大分県
栃木県 6 岐阜県 5 岡山県 1 宮崎県
群馬県 3 静岡県 13 広島県 9 鹿児島県
埼玉県 6 愛知県 3 山口県 25 沖縄県
千葉県 4 三重県 7 徳島県 O 京城府-台湾
筆者作成
図 歴代内閣ごとの本籍地の推移
45 .，-.-------.---.....~ー... 【ー回目-----ー回ー田-.".."，. 































最終の出身学校 延べ数 最終の出身学校 延べ数
l 東京帝国大学法学部 190 1 東京帝国大学農学部 6 
2 慶応義塾大学 23 13 札幌農学校
3 東京帝国大学文学部 18 13 陸軍大学校
4 東京高等商業学校 14 17 海1j[兵学校 4 
6 司法省法学校 1 17 開成学校 4 
6 東尽帝国大学医学部 1 17 日本大学 4 
7 東京帝国大学工学部 10 17 陸軍士官学校 4 
9 京都帝国大学法学部 9 19 海軍大学校 3 
9 早稲田大学 9 19 明治大学 3 





















内閣 勅任数 (a) 京大法学部 (b) (%) (b)/(a) 不IYJ・なし (c) (%) (c)/(a) 
山県有Il月① 75 。 0% 72 96% 
松方正義① 24 O 0% 19 79% 
伊藤博文② 28 O 0% 28 100% 
松方正義② 15 7% 13 87% 
伊藤博文① 2 。 。% 2 100% 
大|浪重信① 3 O 0% 3 100% 
山県有)]Jl② 13 O 。% 8 62% 
伊藤博文④ 2 O 0% 2 100% 
桂太郎① 35 2 6% 28 80% 
西閣寺公望① 14 l 7% 9 64% 
桂太郎② 25 5 20% 13 52% 
西困寺公望② 1 3 27% 4 36% 
松太郎② 2 2 100% O 0% 
山本格兵衛① 6 3 50% 2 33% 
大限重信② 14 8 57% 5 36% 
寺内正毅 15 8 53% 2 13% 
原敬 20 6 30% 9 45% 
高橋是清 10 2 20% 3 30% 
加藤友二郎 12 5 42% 5 42% 
山本権兵衛② 4 2 50% O 0% 
i青浦釜吾 7 5 71% l 14% 
加藤高明 13 7 54% 3 23% 
若槻礼次郎① 16 6 38% 3 19% 
田中義一 17 3 18% 6 35% 
浜口雄幸 12 6 50% 3 25% 
若槻礼次郎② 5 4 80% 。 0% 
犬養毅 4 3 75% O 0% 
斎藤実 24 13 54% 3 13% 
岡田啓介 9 5 56% l 11% 
広田弘毅 12 9 75% O 0% 
林銑十郎 3 2 67% O 0% 
近衛文麿① 19 7 37% 4 21% 
平沼駿一日1I 8 7 88% O 。%
阿部信行 7 4 57% l 14% 
米内光政 5 4 80% 。 0% 
近衛文麿⑦ 3 2 67% 。 0% 
近衛文麿@ 2 l 50% O 0% 
東条英機 17 5 29% 3 18% 
小磯国昭 9 3 33% O 0% 
鈴木貫太郎 3 2 67% O 0% 
東久遡宮稔彦王 7 3 43% O 0% 
幣原喜重郎 54 24 44% 5 9% 
吉田茂① 64 17 27% 8 13% 
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